
リサーチクラーク活⽤による臨床研究業務のタスクシェア

岡⼭⼤学の取組み

リサーチクラーク配置のメリットとデメリット

岡⼭⼤学病院

働き⽅改⾰に対応する臨床研究⽀援活
動の⼯夫に関する好事例 

ü新医療研究開発センター臨床研究部にリサーチクラークを配置。
üRCは研究責任医師（PI）が⾏うべき事務作業を補助するものとし
て、PIからの依頼をうけて主に審査に必要な⽂書の記載・整備、事
務サポートを⾏う。医師に伴⾛し、医師、CRB/事務局、ARO教員
の3者の情報を集約して進捗を管理する。

ü医師の時間削減が述べ約1000時間に達したことから、合計2名の
体制に増員して業務にあたっている。



働き⽅改⾰に対応する臨床研究⽀援

琉球⼤学の取組み

琉球⼤学病院

ü診療情報管理センターとの連携体制強化により研究者の負担に
なっている臨床研究の準備段階を⽀援
ー汎⽤性のあるレジストリとして必要なデータの特定、収集変数の統⼀、 収
集時期・頻度を検討 
ー電⼦カルテ内にREDCapを実装(カルテ内と外の2つ)し Hands-onを開催
ー個⼈依存のエクセルから医局共有化へセキュリティと活⽤しやすさを確保 
ー研究構想段階で、電⼦カルテからの簡便なデータ抽出を⽀援

üDCTを推進
ーCOVID-19の試験でDCTを実施 
ーDCTを⽬的化せず患者・医師負担や データの質
フィージビリティを考慮

üPPIを推進
ー登録の円滑化と途中離脱の 低減が期待 
ー社会受容性向上のため新聞連載を実施
ー県内連携で臨床試験イベントを開催
ー臨床試験に特化した患者ボランティア会組織

ü伴⾛型専⾨職の育成 
ーCRC、DM、PMなどの専⾨職ではなく、 研究者の
伴⾛者と してトータルで⽀援できる⼈材 
ーオペレーションの実務だけではなく、 科学として
の臨床試験を理解した ⽀援者の育成 
ー各医局の ⼈材も育成し、AROがフォロー 
ー医局・県内の他機関の⽀援者も育成中 

働き⽅改⾰に対応する臨床研究⽀援活
動の⼯夫に関する好事例 

教育研修や相談対応を実施



働き⽅改⾰に対応する臨床研究⽀援活
動の⼯夫に関する好事例 

AI駆動式多施設共同臨床研究事務局整備の取り組み

京都⼤学の取組み
ü多施設共同臨床研究事務局においては、多くの施設にメールによ
る連絡・調整を⾏う必要があるなど、煩雑な事務業務が発⽣してい
る。これに対して、⽣成系AIを活⽤しながら、以下の業務の効率化
を推進。
①メール業務の⾃動化。
②メール⾃動返信システムの構築。
③秘書業務のチャットボットの構築。
④参加施設からの問い合わせへの対応を、FAQチャットボットで⾏う
システムを構築。

⑤登録症例の定期的なフォローアップのリマインド作業を効率化。
⑥モニタリングにおいて、施設ごとの登録奨励の拾い上げや報告書
作成の効率化を推進。

生成系AI活用による効率化の例

京都⼤学医学部附属病院



信州⼤学の取組み

研究支援推進員の概要

信州⼤学医学部附属病院

⼈材雇⽤、⼈事評価とキャリアアップに関
する好事例 

ü⾮常勤の研究⽀援スタッフについて、技術補佐員から研究⽀援
推進員へ転換した。

ü4段階のレベルを設定し、学会認定資格や役職の取得、個⼈の
スキル等を⽬安にし、昇給を判断する。

üレベルアップは随時⾏い、グループや部⾨内の推薦に基づき、臨床
研究⽀援センターの幹部会議、センター⻑の決裁を経て決定。

ü⼤学内の既存の職種を利⽤することにより、短期間で独⾃の昇
給制度を構築することに成功。

üスタッフのモチベーションアップにも貢献。

個⼈のスキルと経験に基づく段階別の昇給制度や
給与体系の整備 

対象：⾮常勤の研究⽀援スタッフ


